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被　　服

高校生の手先の器用さに関する意識と実態

○東学大　鳴海多恵子　都立短大　川端博子　弘前大　日景弥生

＜目的＞家庭科の被服製作学習に対する生徒の関心や技能レベルの低下がみられ、意欲的

に取り組める被服製作教育のあり方について早急に検討する必要性がある。意欲の低下の

一因として、器用さに対する自己評価が関与していることが何われるが、今回、高校生を

対象に手指の器用さに関する意識と実際の手指の巧緻性との関連を明かにし、被服製作教
育の方法に関する考察を行った。　　　　　　　　　ヽ
＜方法＞調査の対象者は、東京と神奈川の高校の1^ 生男女約5  5  0 名であり、アンケー

トと作業テストを実施した。アンケートでは、①属祉、②手先の器用さに対する自己評価

とその理由、③性格的特性等に関して質問を行った。作業テストとして、糸結びテスト、

点打ち、両手共応、目測テストを実施し、手指の巧緻性を多元的にとらえることを試みた。
＜結果と考察＞器用さに間する生徒の自己評価は、器用だと評価する生徒は約３割であり、

全体として自分を不器用だと評価する傾向が強いことがわかった。器用評価群と不器用評

価群に分けて特徴をとらえた所、器用評価群では「他者からよい評価を受けた」ことを理
由とし、「集中力」や「作業効率」の点で自信があり、作業テストも優れた成績を示した。

不器用評価群では、「 他との比較により自分を劣っていると評価する」傾向が見られ、日

常的にも手先を使う作業をしていないことがわかった。更に、器用さの実態と自己評価に

ずれを有する生徒の特徴について分析した結果、自乍家は、男子に多＜みられた。不器用

だと過小評価する生徒は女子に多＜みられ、自らを厳しく評価することが原因と推測され
た。被服製作学習の指導にあたっては、自信を抱かせることが必要と考察された。

1 Ma －8 スキャナーまたは電子スチルカメラを用いたバーチャルデ ィジタイザー

Ｏ高橋絵里香、高m 和雄

（ 和洋女大 文家政）

序 論　これまで被服製作の指導方法改善のため、機材のコンピュータ化、タイト スカートお

よび上衣の肩部を対象とした休型・サイズ毎に行う補正の方法と程度のデータペース化、およ

びメモリー上の仮想m 面に描いた聖紙のシリアルプリンタ転送方法などを報告してきた1. 2)。

ここでは、CAD システムでの人力に対して疑似デ ィジタイザーを考えてみた。

方 法CAD システ ムにおける実寸型紙のディジタイザー､からの収り込みの場合､大型ディジタ

イザーの設置および人手によるポイント棉示などの面でコンパクト化・低廉化 ・簡略化が求め

られる。また、機能而でも直線と曲線の接統不整合などの問題が残されている。そこで、①色

づけした型紙をスキャナーまたは電子スチルカメラにより読み込み、ビットマップファイルと

する。スキャナーの場合、大きい型紙は分割して収り込み、ペイントブラシあ るいはプログラ

ムにより接合しておく。電子スチルカメラの場合は、パソコン接続ソフトによりRS-232C ポート

から取り込む。②Windows 版VisualBasic によるプログラムでForm オブジェクト上に型紙ファイ

ルを展開する。③Forni上のビクセル毎にPoint(x.y)  関数により左右、上下へと順次走査する。

④直線あるいは曲線かの判定は、ディジタイザーと同様にマウスによる直接指示とプログラム

により曲率半径の逐次計算から行う方法が考えられる。直線と曲線との接続は、滑らかとなる

ようにし た。機材は、IBM PC/AT りﾐ換機(Video Ram:2MB) 、スキャナーEPSON GT-8500WIN 、電子

カメラOLYMPUS CAMEDIA C-800L およびWindows 版VisualBasic による自作プログラムを用いた。

結 果 従来までの立位での作業をコ ンパクトなデスクワークとし、経費節減か試みられた。

1) 高橋ほか;家政学会第-14,46.47,48回大会要旨集.  2)商橋ほか:和洋女子大学紀嬰第y 集(家政系編)､p.l
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